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Customs Automated Manifest Interface Requirements – Ocean ACE M1

	AMS概　観


合衆国・税関国境警備局 (CBP) 自動通商環境システム(ACEのNCAPﾃｽﾄ；ACE M1)は輸入商品の在庫管理システムでもあり貨物引渡し通知システムでもある。ACE M1はその他のｼｽﾃﾑ、例えば自動通関申告ｼｽﾃﾑ(ABI)やその貨物審査基準ｼｽﾃﾑなどと相互にやりとりする。
積荷目録は、参加している運送業者、非船舶運航業者(NVOCC)、港湾局、又はサービス機関のコンピュータにより(CBP)データーセンターに送信されたデータから生成される。船荷証券番号がﾊｰﾄﾞｺﾋﾟｰの積荷目録上に示される情報と関連する識別子になる。積荷目録の提出及び修正トランザクションに関する詳細については、CAMIR "税関国境警備局への入力"の章(略号INP)を参照のこと。 
いったん積荷目録（CBPF-1302）がファイルされると、CBPはそのﾚｺｰﾄﾞを各積荷毎の通関申告、検査、及び引渡しの情報で更新する。この情報はその後、積荷目録データの発信元（運送業者、非船舶運航業者(NVOCC)、港湾局又はサービス機関）及び誰か指名されていればその二義的通告宛先へ電子的に送信される。ACEのNCAPﾃｽﾄ参加者は、陸揚げ命令期間中であって船荷証券ﾚｺｰﾄﾞのｵﾝﾗｲﾝ寿命のある間ずっと積荷目録ﾃﾞｰﾀを電子的に修正できる。運送業者は、しかしながら、積荷目録の修正に適用される規制条項を免除されず、提出遅れに対する罰金を課せられるものとする。運送業者のための具体的な地域特有の指針[ﾛｰｶﾙｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ]はその地域のCBP港湾管理責任者から入手できる。
正式及び略式通関申告の掲示がﾚｺｰﾄﾞの自動化ｼｽﾃﾑを通じて達成されなければならない。もし、通関申告がABIを通じて電子的に提出されるなら、それは貨物審査基準システムを介して自動的に処理される。その処理結果は積荷目録に自動的に掲示され、かつ、通関業者及び運送業者に送信される。ハードコピーの引き取り書類は、港湾管理責任者がダウンタイム時の手続きを是認していない限り、引き取り証明として受諾されない。  CBPのレコードシステムからの電子的引渡しメッセージが引渡しを決定する方法である。CBPの最終目的は徹底的な検査［物理的検査］を必要としない圧倒的多数の貨物について”ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ”通関処理を達成することにある。ABI［自動通関申告ｼｽﾃﾑ］と貨物審査基準とACE M1［ACEのNCAPﾃｽﾄ］の統合はその方向での継続的活動に不可欠である。
ABIを通じて送信されない正式通関申告はハードコピーで提出され、貨物審査基準システムに逆行して、中央処理所のCBP職員により処理される。貨物審査基準手続きにより掲示が開始され、情報が運送業者に流される。
検査状況に変化が生ずると通関業者及び運送業者の両方への通知が生成される。貨物審査基準ｼｽﾃﾑ或いは手動掲載の上書きにより徹底的な検査［物理的検査］対象貨物が指定されるものとする。  引渡し通知は、検査結果が入力されるとすぐに伝えられる。 

ACE M1［ACE･NCAPﾃｽﾄ］はCBPが、船荷証券、特定のｺﾝﾃﾅ、又は積荷目録全体に対して、保留或は保留を解除できるようにする。それはまた指定された参加している政府機関(PGA)に、保留する能力、若しくはその機関に代わってCBPが保留するよう要請する能力を与える。保留は、運送業者がACE M1を通じて保留解除通知を受取るまで、運送業者が商品を輸入者に引渡せないようにする。 CBPにより通関申告が処理され商品が引渡されるものとするが、保留のある場合に運送業者はかの商品を提供できない。
ACE M1は貨物の通関申告が受付未了の保留貨物、通関申告受付済み貨物、又は積荷目録に記載された数量若しくは修正された数量未満で受付けられた通関申告を識別する。ACE M1は保留船荷証券を一覧表示する、適切なACE M1参加者宛のﾒｯｾｰｼﾞを（保税倉庫収容命令までは）その２日前に、及び（保税倉庫収容命令が発動された場合は）陸揚げ命令期間の終わりに生成する。
電子的船舶到着（通知ｼｽﾃﾑ）に参加する権限を与えられている運送業者、港湾局、及びサービス機関は全ての船舶を指定された港に着けなければならない。貨物（空の国際輸送道具(IIT)及びばら積み貨物を含む）が合衆国の港に到着した船舶に積み込まれる港から外国へ出発する船舶もまた電子的に届出しなければならない。輸送機関の出発及び到着の届出に関する詳細については、CAMIR "保税運送及び船舶の出発及び到着"の章(略号ICM)を参照のこと。 
ACE M1は通関申告なしの担保提供下で又は関税納付の２つの方法で認可された商品の移動を可能にする。積み換え許可(PTT)により、コンテナ出し又は検査のためのその埠頭から港湾内の発着所［ﾀｰﾐﾅﾙ］までの商品の移動についてCBPの認定を受けることができる。積み換え許可（PTTs）を、運送業者が電子データ交換(EDI)ﾒｯｾｰｼﾞを通して要請できる、と言うかCBP職員が手動掲載できると言うこと。１つの積み換え許可(PTT)移動につき１つの運送状（貨物）又はコンテナどちらでも認められる。積み換え許可(PTT)は通関申告の代わりにならず、PTTに基づく貨物移動は今まで通り法律に従ってCBPを通過しなければならない。数量ﾌｨｰﾙﾄﾞの追加によって、ACE M1参加者は今や運送状の全数量未満の量で積み換え許可(PTT)を要請できる。積み換え許可トランザクションに関する詳細については、CAMIR "積み換え許可(PTT)"の章を参照のこと。
保税のままの移動（保税運送）に帰着する、最初の陸揚げ港から別の港まで行く貨物の輸送通関申告もまたACE M1に入る。積荷目録を送信する運送業者、通関業者又はCBP担当官により保税移送が始まる。昔から前記移動を管理するのにCBP様式7512が用意されており、その書類からの情報がACE M1に入力される。 管理番号（V番号）が使われる場合に、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ保税移送もまた認められ、かつ、開始運送業者が商品に対する責任を取る。保税運送貨物が仕向け地に到着した場合、引渡しと言う結果になる通関申告が提出されるか、当該商品が輸出されるかのどちらかである。当該商品は同じく別の保税運送で別の港に移動することもある。  船荷証券に関して保税運送ﾃﾞｰﾀをCBPへ報告する詳細については、CAMIR "税関国境警備局(CBP)への入力(INP)"及び"追加/後続保税運送申請(SIA)"の章を参照のこと。保税運送の到着、保税運送の輸出、保税運送の転用、又はCBPに対する責任の移転の届出に関する詳細については、CAMIR "保税運送及び船舶の出発及び到着"の章(略号ICM)を参照のこと。
運送業者、非船舶運航業者(NVOCC)、港湾局、若しくはサービス機関に船荷証券又は船舶の最新の状態を通知するために、状態通知ﾒｯｾｰｼﾞが(CBP)から送信される（例えば、当該貨物について通関申告が受理されている、CBP又はその他連邦機関による保留が解除されている、当該物品が保税蔵置場に送られている、或いは船舶が到着している）。  この出力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに関する詳細については、CAMIR "CBPからの状態通知"の章(略号STS)を参照のこと。
CBPと共に確立された港湾局又はサービス機関用EDI（電子データ交換）プロファイルに基づき、CBPは参加している港湾局又はサービス機関に、最初の積荷目録の提出又は積荷目録の修正の一端として、前に受理し成功裡に処理された船荷証券データの写しを提供する。CBPは併せて参加している港湾局に、最初の積荷目録の提出又は積荷目録の修正の一端として、前に受理し成功裡に処理された危険物データの写しを提供する。最後に、CBPは参加している港湾局に、”ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ”と表記されているACE以外のM1通関申告を一覧表示するS32日報を提供する。これらのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに関する詳細については、CAMIR "自動積荷目録ｼｽﾃﾑ・ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(AMD)"、"危険物ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ(HAZ)ﾞ、及び"ACE以外のM1ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ引渡しの抜粋報告(S32)ﾞの章を参照のこと。  
CBPは全ての船荷証券ﾃﾞｰﾀの写しをﾃﾞｰﾀ･ｳｪｱﾊｳｽに保管し、特定の期間の後に締め切り済み証券をｵﾝﾗｲﾝ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽから取除く。CBP職員はデータをデータ・ウェアハウスから検索し、印刷できる。
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